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１．研究計画の概要 
 本研究は、直面する地球環境問題の解決に
必要不可欠な、持続可能社会に向けたシナリ
オ作成の新たな方法論を提案することを目
的とする。具体的には、従来の Macro なシナ
リオでは扱えなかった消費者行動や技術普
及といった Meso レベルの要因まで考慮した
シナリオ作成・分析支援システム「持続可能
社会シナリオシミュレータ（Sustainable 
Society Scenario Simulator, 以下、3S シ
ミュレータと呼ぶ）」を構築し、中長期的な
政策立案や事業戦略構築に資する、我が国を
中心としたアジア圏の逆工程を含めた持続
的な循環型製造業の姿（シナリオ）を合理的
に描く。 
 具体的な研究課題は、(1)シナリオの構造
的な表現方法を提案する「シナリオ表現方法
論」、(2)シナリオの作成過程の支援方法を提
案する「シナリオ作成方法論」、(3)作成した
シナリオ上で what-if 分析を可能にする「動
くシナリオ化」、(4) 既存のシナリオを形式
化・計算可能化し、集積する「シナリオのア
ーカイブ化」、(5)3S シミュレータの実装、
(6)循環型製造業シナリオの作成、の 6 点で
ある。 
 
２．研究の進捗状況 
 本研究は、前半に理論研究、および、3S シ
ミュレータの実装を中心とし、後半は、開発
した 3S シミュレータを用いた循環型製造業
シナリオの提案を中心に研究を進める計画
である。 
 結論から言えば、当初三年間の目的である
理論研究は予想以上に進展し、3S シミュレー
タの実装も予定通り進み、公開することがで

きた。1.で述べた 6つの課題それぞれの進捗
状況は以下の通りである。 
 理論研究においては、課題(1)では、シナ
リオ表現方法論として、文章の構造化言語
XML を用いて、仮定、事実、引用文献、結論、
問題、アクションなどの概念と因果関係、論
理的飛躍関係などの概念間の関係に関する
キーワード（オントロジー）を用意し、シナ
リオ文章を計算機に処理可能な形で構造的
に記述するための方法論を開発し、ほぼ完成
の域に達した。課題(2)については、上記の
シナリオ表現上でフォアキャスティング型
のシナリオ作成手順の形式化、および、これ
に基づく作成支援手法を検討した。特に、因
果ネットワークを作成することが支援とし
て有効であることを明らかにした。課題(3)
については、シナリオ上の概念に種々のシミ
ュレータを関係づけ、その前提条件、仮定な
どを明示的に記述することにより、シナリオ
文書とシミュレータを動的に接続するため
の方法論を開発した。 
 これらに基づき、課題(5) 3S シミュレー
タの実装を行い、2009年10月に公開ver. 1.0
を HP で公開した。 
 課題(6)については、最新の情勢変化を取
り入れ、循環型のみならず、温暖化問題と資
源問題のバランスの良い解決が重要である
という結論に達し、この視点からの持続可能
製造業シナリオの作成に取り組んでおり、基
本ストーリーを作成した。また、課題(4)に
ついては、この視点から既存のシナリオ、シ
ミュレータの資料収集を行い、さらに、資源
枯渇シミュレーションツールも開発した。 
 
３．現在までの達成度 
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①当初の計画以上に進展している。 
（理由） 

 理論研究（課題(1)〜(3)）について予
想以上の進展があり、研究成果を多く
発表することができた。 

 上記に関連して、理論研究に関する派
生研究課題、例えば、本手法をビジネ
ス戦略シナリオの策定に応用するこ
と、が多く発生し、研究課題に膨らみ
を持たすことができた。 

 3S シミュレータの実装が計画より早
く、かつ完成度高く実施でき、HP を
通じて公開し、ユーザも獲得できた。 

 本研究の成果である 3S シナリオ作成
手法に基づき、シナリオ作成に関する
他の種々のプロジェクト、共同研究が
動き出している。 

 
４．今後の研究の推進方策 
 後半二年間については、製造業シナリオの
提案を中心に研究を進める。3.で述べたよう
に、温暖化問題と資源問題のバランスの良い
解決が重要であるという認識から、循環型を
含む持続可能製造業シナリオを作成する(課
題(6))。 
 理論研究（課題(1)〜(3)）については、こ
のシナリオ作成結果をフィードバックし、内
容を進展させる。併せて、派生してきた課題
について研究を進展させる。 
 課題(5)の実装については、企業メンバー
などにより簡易に使用できるような工夫を
すると共に、シナリオ作成作業を通じて完成
度を高める。 
 課題(4)のシナリオのアーカイブ化につい
ては、特に、利用可能なシミュレータの収集
が予想以上に困難であることがこれまでの
経験で明らかになったので、自主開発の追加
を含めて再検討を行う。 
 3S コンソーシアムについては、バーチャル
には組織しているものの、更なる具体的な活
動が必要であるのでこの点についてもより
一層努力する。 
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